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道　標

れ
は
２
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
た
シ
ノ
ド
ス
の
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
特
に
言
え
ま
す
。
 

シ
ノ
ド
ス
（
世
界
代
表
司
教

会
議
）
は
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会

議
後
２
〜
３
年
ご
と
に
開
か
れ

て
い
た
教
皇
の
諮
問
会
議
で

す
。
15
回
ま
で
は
、
各
国
の
司

教
協
議
会
か
ら
の
代
表
が
ロ
ー

マ
で
議
論
し
、
教
皇
へ
の
提
言

を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
教
皇
は
、
そ
の
提
言
を
基
に

し
て
、
「
使
徒
的
勧
告
」
と
い

う
文
書
を
発
布
し
て
、
シ
ノ
ド

ス
の
結
論
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
の

声
を
吸
い
上
げ
、
教
区
ご
と
、

国
ご
と
、
地
域
ご
と
に
ま
と

め
、
最
後
の
ロ
ー
マ
で
の
最
終

会
議
に
は
、
各
国
の
代
表
と
し

て
司
教
、
司
祭
、
奉
献
生
活

者
、
信
徒
を
参
加
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
も
そ
の
会
議
は
２
年

に
わ
た
り
ま
し
た
。
 

こ
の
や
り
方
は
別
と
し
て
、

そ
の
教
義
学
上
の
根
拠
は
、

『
教
会
憲
章
』
第
２
章
「
神
の

民
に
つ
い
て
」
12
番
に
あ
り
ま

す
。
「
神
の
聖
な
る
民
は
、
キ

リ
ス
ト
が
果
た
し
た
預
言
職
に

も
参
加
す
る
。
（
中
略
）
聖
な

る
方
か
ら
油
を
注
が
れ
た
信
者

の
総
体
は
信
仰
に
お
い
て
誤
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
特
性

は
、
『
司
教
を
は
じ
め
と
し
て

す
べ
て
の
信
徒
を
含
む
』
信
者

の
総
体
が
、
信
仰
と
道
徳
の
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
全
面
的
に
賛

同
す
る
と
き
、
神
の
民
全
体
の

超
自
然
的
な
信
仰
の
感
覚
を
通

し
て
現
れ
る
。
（
中
略
）
聖
な

る
民
は
、
聖
な
る
教
導
職
の
指

導
の
も
と
、
こ
れ
に
忠
実
に
従

い
、
も
は
や
人
間
の
こ
と
ば
で

は
な
く
、
真
に
神
の
こ
と
ば
を

受
け
入
れ
る
」
。
 

こ
の
第
２
章
「
神
の
民
に
つ

い
て
」
が
第
３
章
「
教
会
の
位

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
わ
た
し
た
ち
は
、

今
年
の
復
活
節
に
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
を
失
い
、
教
皇
レ
オ
14

世
を
頂
き
ま
し
た
。
教
会
の
胎

動
を
感
じ
る
貴
重
な
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
今
回
は
、
忘
れ
去
ら

れ
そ
う
に
な
り
が
ち
な
「
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
遺
産
」
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
話
の
視

点
は
、
教
会
内
と
教
会
外
に
対

し
て
で
す
。
 

 教
会
内
に
対
し
て
 

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
第

２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
１
９
６

２
〜
１
９
６
５
）
の
決
定
を
忠

実
に
実
践
な
さ
い
ま
し
た
。
そ

階
的
構
成
、
と
く
に
司
教
職
に

つ
い
て
」
の
後
に
で
は
な
く
、

そ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
点
で
す
。
そ
れ

は
、
教
会
に
巣
く
う
聖
職
者
中

心
主
義
の
緩
和
に
役
立
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
 

た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の

よ
う
な
シ
ノ
ド
ス
の
ス
タ
イ
ル

が
、
教
会
が
あ
た
か
も
自
由
と

民
主
主
義
を
採
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
点
で
す
。
公
文
書
の
意
図

は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 教
会
外
に
対
し
て
 

教
皇
は
、
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー

ト
・
シ
∣
と
も
に
暮
ら
す
家
を

大
切
に
』
を
２
０
１
５
年
５
月

24
日
に
発
布
な
さ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
回
勅
の
主
旨
は
、
被
造

界
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
天
地
万
物
の
創
造
主
で
あ
る

神
を
賛
美
す
る
、
ア
シ
ジ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
太
陽
の
賛

歌
」
の
精
神
を
現
代
人
に
思
い

起
こ
さ
せ
る
と
い
う
点
に
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ

と
で
す
。
 

た
だ
、
地
球
環
境
問
題
に
教

会
を
注
目
さ
せ
た
こ
と
は
、
19

世
紀
以
降
、
対
立
関
係
に
な
っ

て
い
る
科
学
と
宗
教
（
信
仰
）

の
相
反
関
係
に
終
止
符
を
打

ち
、
両
者
間
に
調
和
を
も
た
ら

す
よ
う
促
し
て
い
る
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

実
際
、
教
皇
は
回
勅
の
中

で
、
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以

前
、
信
仰
上
の
危
険
思
想
と
し

て
退
け
ら
れ
て
い
た
テ
イ
ヤ
ー

ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
士
　
古
生
物
学

者
　
思
想
家
　
１
８
８
１
〜
１

９
５
５
）
の
説
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
 

 ま
と
め
 

一
般
に
、
人
の
評
価
は
そ
の

死
後
に
な
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
は

個
人
的
に
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
忠
実
で

あ
っ
た
聖
な
る
教
皇
で
あ
っ
た

し
、
神
学
的
に
も
間
違
っ
て
は
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

で
、
科
学
技
術
の
発
展
を
肯
定

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
溺
れ
て

開
発
を
無
限
に
進
め
る
こ
と
は

創
造
主
の
意
思
に
反
し
、
人
間

の
尊
厳
を
失
い
、
地
球
を
破
壊

し
か
ね
な
い
か
ら
気
を
付
け
る

よ
う
に
と
の
警
告
だ
っ
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
そ
の
内
容
が
同

じ
年
の
９
月
の
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
援
用
さ
れ

た
よ
う
な
格
好
に
な
り
、
神
へ

の
信
仰
抜
き
の
警
告
に
格
下
げ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で

し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
科
学
技
術
の
発

展
に
期
待
す
る
あ
ま
り
、
回
勅

を
丹
念
に
読
む
こ
と
に
よ
り
浮

か
び
上
が
る
人
間
の
尊
厳
や
創

造
主
へ
の
依
頼
心
と
い
っ
た
こ

と
が
ら
へ
の
関
心
が
薄
ま
り
、

気
候
変
動
や
地
球
環
境
問
題
を

単
な
る
科
学
技
術
や
政
治
の
問

題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
、
ま
た
人
間
自
体
が
内

包
し
て
い
る
人
祖
ア
ダ
ム
と
エ

ヴ
ァ
の
罪
と
の
関
係
と
い
う
信

仰
上
の
議
論
が
な
か
な
か
行
わ

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
４
月

21
日
（
月
）
午
前
７
時
35
分

（
日
本
時
間
14
時
35
分
）
、
父

な
る
神
の
み
も
と
に
帰
ら
れ

た
。
教
皇
在
位
12
年
、
88
歳
だ

っ
た
。
「
パ
パ
様
帰
天
」
の
知

ら
せ
を
受
け
て
、
教
区
で
は
４

月
23
日
（
水
）
夜
、
鹿
児
島
カ

テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

追
悼
ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。
 

追
悼
ミ
サ
 

18
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
追
悼

ミ
サ
に
は
１
８
０
人
を
超
え
る

信
者
が
駆
け
つ
け
、
中
野
裕
明

司
教
と
と
も
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
、

全
力
で
そ
の
使
命
を
果
た
さ
れ

た
教
皇
の
永
遠
の
安
息
を
祈
っ

た
。
共
同
司
式
の
た
め
に
11
人

の
司
祭
が
駆
け
つ
け
た
。
 

ま
た
「
主
の
復
活
の
８
日

間
」
に
は
葬
儀
ミ
サ
も
死
者
の

た
め
の
ミ
サ
も
禁
止
さ
れ
て
い

る
た
め
、
中
野
司
教
は
カ
テ
ド

ラ
ル
で
の
追
悼
ミ
サ
に
参
列
で

き
な
い
信
者
の
こ
と
を
配
慮
し

「
主
の
復
活
の
８
日
間
中
で
も

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
永
遠
の

安
息
を
祈
る
追
悼
ミ
サ
を
さ
さ

げ
る
許
可
」
を
教
区
で
働
く
す

べ
て
の
司
祭
に
通
達
し
た
。
 

貴
島
神
父
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
福
音
朗
読
後
に
説
教
し
た
中

野
司
教
は
、
亡
く
な
る
前
日

（
復
活
祭
）
に
バ
チ
カ
ン
に
集

ま
っ
た
信
者
の
前
に
顔
を
出
さ

れ
た
教
皇
の
様
子
を
報
告
し
た

後
、
復
活
祭
の
翌
日
が
イ
タ
リ

ア
で
は
「
天
使
の
日
」
と
呼
ば

れ
、
こ
の
日
に
神
の
も
と
に
旅

立
っ
た
こ
と
に
不
思
議
を
感
じ

る
と
し
、
概
ね
次
の
よ
う
に
説

教
し
た
。
 

14
億
人
と
も
言
わ
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
バ
チ
カ
ン
市

国
の
首
長
で
も
あ
っ
た
教
皇
は

在
位
中
、
信
者
の
信
仰
の
質
を

高
め
る
た
め
に
全
力
で
働
き
、

ま
た
各
国
の
政
治
家
た
ち
に
も

平
和
実
現
の
た
め
に
自
ら
の
言

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
遺
産
　
　
 

鹿
児
島
教
区
司
教
  　
中

野

裕

明

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
 役
目
を
終
え
ら
れ
帰
天
 

４
月
23
日
、
教
区
で
追
悼
ミ
サ

葉
と
行
い
で
諭
し
を
与
え
た
。

教
皇
の
帰
天
に
は
も
ち
ろ
ん
悲

し
み
も
あ
る
が
、
心
か
ら
「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
申
し
上
げ
た

い
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、

人
々
に
寄
り
添
う
方
だ
っ
た
。

聖
年
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
真

っ
先
に
刑
務
所
に
足
を
運
び
受

刑
者
た
ち
を
励
ま
し
た
。
ま
さ

に
免
償
が
い
た
だ
け
る
聖
年
に

ふ
さ
わ
し
い
行
動
だ
っ
た
思

う
。
そ
ん
な
教
皇
が
大
切
に
し

た
の
は
や
は
り
福
音
宣
教
。
聖

霊
の
働
き
を
信
じ
、
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
思
い
を
受
け
継
い

で
い
こ
う
。
 

説
教
後
の
共
同
祈
願
で
は
、

教
皇
の
永
遠
の
安
息
と
鹿
児
島

教
区
が
教
皇
を
模
範
と
し
て
外

に
出
て
い
く
姿
を
実
現
し
、
ま

た
希
望
の
巡
礼
者
と
し
て
聖
年

を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈

り
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
ミ

サ
の
終
わ
り
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
の

新しいパパ様に教皇レオ14世 
教皇フランシスコの逝去に伴い実施され
た教皇選挙でロバート・フランシス・プレ
ヴォスト枢機卿が選ばれ、教皇レオ14世を
名乗ることとなった。 
新教皇はシカゴに生まれの69歳。1977

年、聖アウグスチノ修道会に入会し、1981
年に終生誓願を宣立。1982年6月19日、司

祭に叙階され
た。 2001年９
月総長に選出さ
れる。その後は
2015年9月26日
にチクラヨ（ペ
ルー）司教、
2023年１月30
日に教皇庁司教
省長官、同年枢
機卿になってい
た。 

黙
示
が
朗
読
さ
れ
た
後
、
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
永
遠
の
安
息

が
祈
ら
れ
た
。
 

５
月
１
日
付
け
で
発
表
さ
れ

た
司
祭
評
議
員
は
以
下
の
通

り
。
任
期
は
２
年
。
敬
称
略
。
 

会
長
 
中
野
裕
明
（
教
区

長
）
、
副
会
長
　
泉
浩
二
（
総

代
理
）
、
評
議
員
　
栃
尾
泰
英

（
奄
美
地
区
長
）
、
霧
島
彬

（
事
務
局
長
）
、
貴
島
丈
弥
、

李
秉
德
（
以
上
、
教
区
司
祭
団

選
出
・
本
土
）
、
朴
昶
奎
（
教

区
司
祭
団
選
出
・
奄
美
）
、
盛

克
志
、
石
田
望
（
以
上
、
レ
デ

ン
プ
ト
ー
ル
会
選
出
）
、
ジ
ュ

セ
ッ
ペ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
ザ

ベ
リ
オ
宣
教
会
）
、
金
熙
一

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
選

出
）
、
鈴
木
康
由
（
司
教
指

名
）
。 司

祭
評
議
員
決
ま
る
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２
０
１
３
年
３
月
の
就
任
以

来
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

祭
儀
や
行
事
で
の
説
教
や
講

話
、
教
書
、
70
に
も
上
る
国
々

の
司
牧
訪
問
、
あ
る
い
は
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
使
用
な
ど
に
よ
っ

て
、
世
界
に
向
け
た
訴
え
か
け

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ヨ

ハ
ネ
23
世
教
皇
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
２
世
教
皇
、
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
を
列
聖
し
た
ほ
か
、
バ
チ
カ

ン
の
機
構
改
革
も
行
い
ま
し

た
。
教
区
報
で
は
、
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
主
な
公
文
書
を
紹

介
し
ま
す
。
 

 ■
主
な
公
文
書
 

 
①
回
勅
『
信
仰
の
光
』
（
２
０

１
３
年
６
月
29
日
）
＝
前
教

皇
か
ら
引
き
継
ぎ
完
成
さ
せ

た
最
初
の
回
勅
。
相
対
的
な

価
値
観
が
は
び
こ
り
、
真
理

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
現
代

に
お
い
て
、
人
間
を
孤
立
し

た
自
我
か
ら
広
い
交
わ
り
へ

と
連
れ
出
す
「
信
仰
の
光
」

の
再
発
見
を
強
く
促
す
。
 

②
使
徒
的
勧
告
『
福
音
の
喜

び
』
（
11
月
24
日
）
＝
「
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
を
伝
え
る
た

め
の
新
し
い
福
音
宣
教
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ノ
ド
ス
後

の
使
徒
的
勧
告
。
自
身
の
殻

に
閉
じ
こ
も
ら
ず
外
へ
と
出

向
き
、
す
べ
て
の
人
に
福
音

を
伝
え
る
よ
う
強
く
促
す
。

「
熱
意
と
活
力
に
満
ち
た
宣

教
の
新
し
い
段
階
」
へ
の
歩

み
を
望
む
教
皇
の
思
い
の
力

強
い
表
現
。
 

③
使
徒
的
書
簡
『
奉
献
生
活
の

年
に
あ
た
っ
て
―
す
べ
て
の

奉
献
生
活
者
の
皆
さ
ん
へ
』

（
２
０
１
４
年
11
月
に
21

日
）
 

④
大
勅
書
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
、
父
の
い
つ
く
し
み
の
み

顔
』
（
２
０
１
５
年
４
月
11

日
）
＝
い
つ
く
し
み
の
特
別

聖
年
に
向
け
て
公
布
さ
れ
た

大
勅
書
。
こ
の
聖
年
の
意
義

を
説
き
、
い
つ
く
し
み
の
神

秘
を
観
想
す
る
よ
う
促
す
と

と
も
に
、
い
つ
く
し
み
深
い

御
父
に
倣
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
あ
ら
ゆ

る
他
者
に
い
つ
く
し
み
を
も

た
ら
す
者
と
な
る
よ
う
力
強

く
訴
え
る
。
 

⑤
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
―

と
も
に
暮
ら
す
家
を
大
切

に
』
（
５
月
24
日
）
＝
環
境

問
題
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
た
初
の
回
勅
。
大
気
、

海
洋
、
河
川
、
土
壌
の
汚

染
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
、

森
林
破
壊
な
ど
を
具
体
的
に

列
挙
し
、
人
間
活
動
が
他
者

と
全
被
造
物
と
に
与
え
る
影

響
を
連
帯
と
正
義
の
観
点
か

ら
考
察
。
開
発
途
上
国
と
将

来
世
代
に
対
し
担
う
べ
き
責

任
を
問
う
。
 

⑥
自
発
教
令
『
寛
容
な
裁
判

官
、
主
イ
エ
ス
―
教
会
法
典

の
婚
姻
無
効
訴
訟
の
改
正
』

（
８
月
15
日
 ）
 

⑦
「
世
界
代
表
司
教
会
議
設
立

50
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る

演
説
」
（
10
月
17
日
）
 

⑧
使
徒
的
勧
告
『
愛
の
よ
ろ
こ

び
』
（
２
０
１
６
年
３
月
19

日
）
＝
家
庭
を
テ
ー
マ
と
し

た
２
度
の
シ
ノ
ド
ス
（
２
０

１
４
、
２
０
１
５
年
）
を
受

け
て
の
使
徒
的
勧
告
。
社
会

や
環
境
の
急
激
な
変
化
、
個

人
主
義
の
台
頭
、
人
間
の
関

係
性
の
希
薄
化
や
変
貌
な
ど

に
よ
り
、
危
機
に
瀕
し
て
い

る
「
家
庭
」
と
、
そ
れ
を
築

く
た
め
の
根
本
で
あ
る
「
結

婚
」
。
そ
の
不
変
の
価
値
の

再
確
認
。
 

⑨
自
発
教
令
『
優
し
い
母
と
し

て
』
（
６
月
４
日
 ）
 

⑩
使
徒
的
書
簡
『
あ
わ
れ
み
あ

る
か
た
と
、
あ
わ
れ
な
女
』

（
11
月
20
日
）
 

⑪
自
発
教
令
『
マ
ニ
ュ
ム
・
プ

リ
ン
チ
ピ
ウ
ム
』
（
２
０
１

７
年
９
月
３
日
 ）
 

⑫
使
徒
的
勧
告
『
喜
び
に
喜

べ
』
（
２
０
１
８
年
３
月
19

日
 ）
＝
主
か
ら
す
べ
て
の

キ
リ
ス
ト
者
へ
と
向
け
ら
れ

た
、
聖
性
へ
の
招
き
の
考

察
。
秘
跡
、
犠
牲
、
信
心
業

と
い
っ
た
、
過
去
の
多
く
の

書
で
説
か
れ
る
聖
化
の
手
段

を
反
復
す
る
の
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の

中
で
、
神
と
隣
人
へ
の
愛
に

よ
っ
て
歩
む
聖
性
の
道
を
説

く
。
 

⑬
『
教
皇
か
ら
神
の
民
に
あ
て

た
手
紙
』
（
８
月
20
日
）
 

⑭
使
徒
憲
章
『
エ
ピ
ス
コ
パ
リ

ス
・
コ
ム
ニ
オ
』
（
９
月
15

日
）
 

⑮
使
徒
的
勧
告
『
キ
リ
ス
ト
は

生
き
て
い
る
』
（
２
０
１
９

年
３
月
25
日
）
＝
「
若
者
、

信
仰
、
そ
し
て
召
命
の
識

別
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ノ

ド
ス
後
の
使
徒
的
勧
告
。
自

己
の
召
命
に
忠
実
で
あ
る
よ

う
青
年
キ
リ
ス
ト
者
を
励
ま

す
と
と
も
に
、
彼
ら
に
寄
り

添
う
立
場
の
司
牧
者
や
信
徒

に
も
、
そ
の
成
長
や
活
躍
の

障
害
や
足
か
せ
に
な
る
こ
と

の
な
い
よ
う
示
唆
を
な
す
。
 

⑯
使
徒
的
勧
告
『
愛
す
る
ア
マ

ゾ
ン
』
（
２
０
２
０
年
２
月

２
日
）
＝
ア
マ
ゾ
ン
周
辺
地

域
の
た
め
の
特
別
シ
ノ
ド
ス

後
の
使
徒
的
勧
告
。
回
勅

『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
で
繰

り
返
さ
れ
た
「
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
、

ア
マ
ゾ
ン
の
民
族
、
文
化
、

経
済
、
自
然
に
関
す
る
深
刻

な
脅
威
を
具
体
的
に
指
摘
す

る
こ
と
で
、
全
人
類
が
受
け

止
め
る
べ
き
喫
緊
の
課
題
を

示
し
、
預
言
的
役
割
と
し
て

の
教
会
の
社
会
的
参
与
の
必

要
性
を
説
く
。
 

⑰
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
選

㉓
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使

徒
的
書
簡
『
ア
ッ
セ
ニ
ャ
ー

レ
・
ア
ル
ク
ー
ネ
・
コ
ン
ッ

ペ
テ
ン
ツ
ェ
』
（
２
０
２
２

年
２
月
15
日
）
 

㉔
使
徒
憲
章
『
プ
レ
デ
ィ
カ

テ
・
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ウ
ム
』

(３
月
19 
日
) 

㉕
使
徒
的
書
簡
『
わ
た
し
は
せ

つ
に
願
っ
て
い
た
』
（
６
月

29
日
 ）
 

㉖
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使

徒
的
書
簡
『
あ
な
た
が
た
は

世
の
光
で
あ
る
』
（
改
訂
版
 

２
０
２
３
年
３
月
25
日
 ）
 

㉗
使
徒
的
勧
告
『
ラ
ウ
ダ
ー

テ
・
デ
ウ
ム
―
気
候
危
機
に

つ
い
て
』
（
10
月
４
日
）
＝

２
０
１
５
年
に
公
布
さ
れ
た

回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』

を
補
完
す
る
使
徒
的
勧
告
。

今
す
ぐ
に
求
め
ら
れ
る
効
果

的
な
対
応
の
た
め
に
、
国
際

政
治
の
弱
点
を
具
体
的
に
指

摘
し
、
新
た
な
世
界
情
勢
を

考
慮
し
た
多
国
間
主
義
の
再

設
計
を
提
言
す
る
と
と
も

に
、
拘
束
力
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
の
枠
組
み
確
立
を
求

択
』
（
６
月
）
 

⑱
回
勅
『
兄
弟
の
皆
さ
ん
』

（
10
月
３
日
）
＝
利
己
主
義

に
よ
る
分
断
が
進
み
、
他
者

の
苦
し
み
を
顧
み
な
い
現
代

世
界
の
闇
を
具
体
的
に
検
証

し
、
「
よ
い
サ
マ
リ
ア
人
」

の
た
と
え
を
糸
口
に
し
て
、

愛
が
も
つ
寛
容
性
と
普
遍
性

に
つ
い
て
説
き
、
弱
者
を
切

り
捨
て
る
こ
と
の
な
い
開
か

れ
た
世
界
を
生
み
出
す
た
め

の
道
筋
を
希
望
を
も
っ
て
提

言
す
る
。
 

⑲
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使

徒
的
書
簡
『
ス
ピ
リ
ト
ゥ

ス
・
ド
ミ
ニ
』
（
２
０
２
１

年
１
月
10
日
）
 

⑳
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使

徒
的
書
簡
『
ア
ン
テ
ィ
ク

ム
・
ミ
ニ
ス
テ
リ
ウ
ム
』

（
５
月
10
日
) 

㉑
使
徒
憲
章
『
パ
ス
シ
テ
・
グ

レ
ゲ
ン
・
デ
イ
』
（
５
月
23

日
 ）
 

㉒
自
発
教
令
の
形
式
に
よ
る
使

徒
的
書
簡
『
ト
ラ
デ
ィ
テ
ィ

オ
ニ
ス
・
ク
ス
ト
デ
ス
』

（
７
月
16
日
 ）
 

め
る
。
 

㉘
使
徒
的
勧
告
『
信
頼
の
道
―

聖
テ
レ
ー
ズ
生
誕
１
５
０
年

を
記
念
し
て
』
(10
月
15
日
) 

㉙
大
勅
書
『
希
望
は
欺
か
な

い
』
（
２
０
２
４
年
５
月
９

日
）
＝
２
０
２
５
年
の
通
常

聖
年
公
布
の
大
勅
書
。
こ
の

聖
年
を
、
神
の
恵
み
か
ら
希

望
を
受
け
、
神
へ
と
向
か
う

歩
み
を
強
め
て
い
た
だ
く
機

会
と
す
る
と
と
も
に
、
困
難

に
あ
る
多
く
の
人
に
希
望
を

も
た
ら
す
者
と
な
る
よ
う
招

く
。
 

㉚
回
勅
『
デ
ィ
レ
ク
シ
ッ
ト
・

ノ
ス
』
(10
月
24
日
)＝
同
回

勅
は
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
み
心
の
人
間
的
・
神
的

愛
」
を
め
ぐ
り
伝
統
的
ま
た

今
日
的
な
考
察
を
行
い
な
が

ら
、
イ
エ
ス
の
み
心
に
対
す

る
真
の
信
心
を
新
た
に
し
、

信
仰
の
優
し
さ
、
奉
仕
の
喜

び
、
宣
教
へ
の
情
熱
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
 

㉛
「
世
界
代
表
司
教
会
議
第
16

回
通
常
総
会
閉
会
あ
い
さ

つ
」
（
10
月
26
日
）
 　
 

G N BÊN 

V i s  phát tri n c a công ngh  thông tin, th  gi  bé l i : ch  c n m n tho i thông minh, 

tôi có th  nhìn th  n, có th  nghe l p t c b n nh c tôi thích, xem nh ng b  phim mà 

không c n r p và có th  nhìn th y, nghe th i tôi mu n g p, mu n nói chuy n. i g n 

 

Trong tháng 4 tháng 5 v a qua, không ch   th  gi i theo dõi nh ng hình nh v  

l  tang c c Giáo Hoàng Phanxico, v  M t ngh  H ng Y, theo t c chân c a Tân Giáo Hoàng 

Leo XIV. R t nhi i l c nhìn th c hi u bi  nh ng nghi th c, 

nghi l , lu t l trong Giáo h

h ng v  Cha chung và nh i có b n ph ng d i s ng tâm linh c a mình 

 

Còn các b n tr  c tuy n 24/24, tr  nh ng gi  kh c khi làm vi c trong công 

ty c s  d n. B n y g i video i yêu  y, r gi

n tho  g  làm vi nh không t t video v i 

i yêu.  v  online  H  th y g , n  i yêu, 

nhìn th i yêu nhi u nh t có th . 

T  d ng m ng và nh n l i c

y mình thua các b n tr  xa th  i k t v i tôi 

yêu 24/24, tôi không mu i y bi t và nhìn th y góc khu t c c m t s  nh  

nhung da di t, mong m n m c khó ch u c g i c mong 

m n gi  i y dù r i y yêu tôi b ng m t tình yêu r t l n, có th  bao trùm c  

tr i y hi u h t, bi t h t m i s  trong ngoài c a tôi b i o d

dám ch t vì tôi. 

Tôi h  th n v i chính mình và x u h  n g i trong nh ng gi  kinh, gi  nguy n g m, b i tôi 

c và nghe L i c  Ti i d c k t 

h p v i trong Bí tích Thánh Th  i hi n di n 

trong thiên nhiên, trong nh i tôi g p g  h ng ngày y.  

Tháng 6, Giáo h i d y tôi kính Thánh Tâm Chúa Giêsu: m n n i không ti c gì. 

Mong r ng tôi và b i d y cho bi i nhi ng nàn và th m thi

ng tình yêu y s  c th  hi n th t c  th  và s ng trong t ng ngày 

s ng c a b n và tôi.  

Sr. Maria Goretti Hoàng Oanh SPP. 

Dòng Chúa Quan Phòng Portieux. 
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カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
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で
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修

道
女
会
と
ワ
ル
ト
ラ
ウ
ド
修
道

女
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
が
充
実

す
る
よ
う
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
 

ま
た
こ
の
日
の
ミ
サ
に
は
、

ド
イ
ツ
の
本
部
修
道
院
か
ら
駆

け
つ
け
た
同
修
道
女
会
の
テ
オ

ド
ラ
・
シ
ュ
ラ
ク
総
長
の
姿
も

あ
っ
た
。
 

ミ
サ
で
は
、
エ
フ
ェ
ソ
の
信

徒
へ
の
手
紙
（
３
章
14
〜
21
）

と
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
（
15
章
９
〜

17
）
が
朗
読
さ
れ
た
。
 

福
音
朗
読
後
、
説
教
に
立
っ

た
中
野
司
教
は
、
男
子
会
を
含

む
男
女
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の

鹿
児
島
で
の
功
績
に
つ
い
て
、

司
教
の
幼
少
時
の
こ
と
、
ロ
ー

マ
留
学
時
の
こ
と
な
ど
個
人
的

な
逸
話
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

「
同
会
の
宣
教
師
、
修
道
者
た

ち
と
の
つ
な
が
り
が
私
を
育
て

て
く
れ
た
」
と
感
謝
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
の
朗
読
箇
所
を

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

５
月
６
日
（
火
）
、
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
の
来
日

60
年
と
同
会
所
属
の
モ
ニ
カ
・

エ
ル
ハ
ル
ド
・
ワ
ル
ト
ラ
ウ
ド

修
道
女
の
誓
願
宣
立
60
年
を
記

念
す
る
ミ
サ
が
谷
山
教
会
で
あ

っ
た
。
 

午
前
11
時
か
ら
の
ミ
サ
に
は

80
人
ほ
ど
の
信
者
が
駆
け
つ

け
、
中
野
司
教
と
７
人
の
司
祭

た
ち
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
ミ
サ

１
日
（
日
）
主
の
昇
天
 

▼
教
区
修
道
女
連
盟
総
会
と
研
修
会
・
教
区
本
部
・
９
時
 

２
日
（
月
）
３
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
名
瀬
聖
心
教
会
・
〜
６
日
ま
で
 

▼
松
森
孝
郎
神
父
命
日
（
２
０
１
７
年
）
 

３
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時
 

８
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日
 

10
日
（
火
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

11
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

▼
フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）
 

13
日
（
金
）
泉
浩
二
神
父
、
鄭
法
鍾
神
父
霊
名
（
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
）
 

14
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
青
年
会
・
教
区
本
部
・
18
時
 

15
日
（
日
）
三
位
一
体
の
主
日
 

▼
大
熊
教
会
堅
信
式
・
９
時
 

▼
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
 

17
日
（
火
）
奄
美
司
祭
会
 

20
日
（
金
）
重
久
知
司
助
祭
命
日
（
２
０
２
４
年
）
 

22
日
（
日
）
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
 

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

24
日
（
火
）
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
 

▼
小
川
靖
忠
神
父
霊
名
（
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
）
 

▼
牧
師
神
父
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

25
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分
 

27
日
（
金
）
イ
エ
ス
の
み
心
 

28
日
（
土
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
開
講
・
教
区
本
部
 

▼
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

29
日
（
日
）
聖
ペ
ト
ロ
　
聖
パ
ウ
ロ
使
徒
 

▼
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金
 

教
皇
は
毎
年
、
世
界
各
地
を
司
牧
訪
問
し
ま
す
。
そ
し
て
、

人
々
の
苦
し
み
や
悩
み
を
聞
き
、
優
し
い
笑
顔
で
力
づ
け
、
数
々

の
援
助
を
与
え
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
、
教
会
の
最
高
牧
者

で
あ
る
教
皇
は
、
祈
り
と
具
体
的
な
援
助
を
通
し
て
全
世
界
の

人
々
に
い
つ
も
寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
教
皇
に
心
を
合

わ
せ
て
、
わ
た
し
た
ち
も
世
界
中
の
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
た
め

に
祈
り
と
献
金
を
さ
さ
げ
ま
す
。
教
皇
の
こ
う
し
た
活
動
の
た
め

に
充
て
ら
れ
る
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金
は
、
８
世
紀
ご
ろ
イ

ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
、
大
人
も
子
ど
も
も
い
ち
ば
ん
小
さ
な
通
貨

の
単
位
で
あ
る
１
ペ
ニ
ー
を
毎
年
教
皇
に
献
金
す
る
運
動
が
も
と

に
な
っ
て
世
界
中
に
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。
 

▼
永
山
幸
弘
神
父
、
桃
薗
淳
一
郎
助
祭
霊
名
（
聖
ペ
ト
ロ
）
 

▼
小
隈
憲
士
神
父
、
フ
ァ
ン
・
ミ
ン
・
ア
ン
神
父
、
貴
島

丈
弥
神
父
、
小
島
芳
武
助
祭
霊
名
（
聖
パ
ウ
ロ
）
 

【
司
教
日
程
】
１
日
教
区
修
道
女
連
盟
、
２
〜
６
日
三
教
区
司
祭
合
同
黙

想
会
（
奄
美
大
島
）
、
９
日
カ
ト
リ
ッ
ク
大
隅
学
園
、
10
日
司
祭
評
議

会
、
11
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
13
日
日
韓
司
教
交
流
、
15
日
大
熊
教
会
堅

信
式
及
び
奄
美
の
宣
教
司
牧
を
考
え
る
会
、
16
〜
20
日
定
例
司
教
総
会
、

22
〜
23
日
平
和
記
念
式
典
（
那
覇
教
区
）
、
25
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
 

祈
り
の
意
向
 

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
 

教
　
　
皇
　
　
世
界
に
思
い
や
り
の
心
を
育
む
 

日
本
の
教
会
　
難
民
移
動
移
住
者
 

会

と

催

し

　
６
月

会
の
姉
妹
た
ち
が
選
ん
だ
こ
と

に
も
触
れ
、
「
こ
の
２
つ
の
朗

読
箇
所
に
は
信
仰
の
核
心
と
言

え
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
広

さ
、
長
さ
、
高
さ
、
深
さ
が
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
た
。
そ
し
て
「
問
題
は
私
た

ち
が
そ
の
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
理

解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。

私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
知

り
、
そ
れ
を
周
り
の
人
に
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
え
る

こ
と
で
軋
轢
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
レ
デ
ン
プ
ト

ー
ル
宣
教
修
道
女
会
の
シ
ス
タ

ー
た
ち
が
60
年
も
の
間
続
け
て

き
た
よ
う
に
、
信
仰
の
種
を
ま

き
続
け
て
い
こ
う
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。
 

司
教
の
説
教
の
あ
と
に
は
、

エ
ル
ハ
ル
ド
・
ワ
ル
ト
ラ
ウ
ド

修
道
女
が
「
神
の
国
の
実
現
の

た
め
に
清
貧
、
従
順
、
貞
潔
を

守
る
」
と
い
う
誓
願
を
更
新

敵
は
良
い
仮
面
を
被
っ
て
人

に
近
づ
き
、
一
見
よ
い
と
思
わ

れ
る
考
え
に
よ
っ
て
誘
惑
し
、

最
終
的
に
霊
魂
を
堕
落
さ
せ
思

い
の
ま
ま
に
す
る
と
い
う
手
法

を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
エ

ゼ
キ
エ
ル
の
預
言
の
28
章
に
ル

シ
フ
ァ
ー
が
表
現
さ
れ
た
箇
所

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

12
節
か
ら
14
節
に
「
お
前
は

あ
る
べ
き
姿
を
印
章
と
し
た
も

の
で
あ
り
　
知
恵
に
満
ち
、
美

し
さ
の
極
み
で
あ
る
。
お
前
は

神
の
園
で
あ
る
エ
デ
ン
に
い

た
。
あ
ら
ゆ
る
宝
石
が
お
前
を

包
ん
で
い
た
…
わ
た
し
は
お
前

を
翼
を
広
げ
て
覆
う
ケ
ル
ブ
と

し
て
造
っ
た
」
と
描
か
れ
て
あ

り
、
17
節
に
は
「
お
前
の
心
は

美
し
さ
の
ゆ
え
に
高
慢
と
な
り
　

霊
の
識
別
（
６
）
 

第
二
週
の
悪
霊
の
識
別
 

 第
二
週
か
ら
霊
操
者
は
、

「
イ
グ
ナ
チ
オ
の
観
想
」
に
入

り
ま
す
。
 

「
イ
グ
ナ
チ
オ
の
観
想
」

は
、
い
わ
ゆ
る
「
観
想
」
と
は

異
な
り
、
聖
書
本
文
の
中
に
、

想
像
力
を
働
か
せ
て
、
自
分
自

身
を
登
場
さ
せ
、
イ
エ
ス
様
や

マ
リ
ア
様
、
天
の
父
、
聖
霊
、

ヨ
セ
フ
様
や
他
の
登
場
人
物
と

直
接
の
対
話
を
し
て
い
く
と
い

信
仰
の
種
を
ま
き
続
け
て
60
年
 

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
が
来
日
と
誓
願
宣
立
感
謝
ミ
サ

っ
た
も
の
で
す
。
 

第
一
週
の
罪
の
黙
想
で
、
自

分
の
罪
に
よ
り
深
く
向
き
合
い

強
く
絶
望
し
た
人
ほ
ど
、
よ
り

深
い
「
観
想
」
に
入
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

第
二
週
か
ら
、
霊
魂
は
清
め

の
段
階
か
ら
照
ら
し
の
段
階
へ

進
み
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
悪
霊
の
取
る
手
法
も
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
 

第
二
週
の
悪
霊
は
「
光
の
天

使
に
変
装
す
る
悪
天
使
」
と
描

か
れ
て
い
ま
す
。
 

し
、
そ
の
後
、
同
修
道
女

と
所
属
す
る
修
道
会
が
務

め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
帰
天
さ
れ

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
、

世
界
平
和
の
た
め
に
共
同

祈
願
が
な
さ
れ
た
。
 

ミ
サ
の
終
わ
り
に
は
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
生

前
に
教
区
か
ら
申
請
さ
れ

た
教
皇
祝
福
状
が
エ
ル
ハ

ル
ド
・
ワ
ル
ト
ラ
ウ
ド
修

道
女
に
手
渡
さ
れ
た
。
 

ミ
サ
後
は
教
会
ホ
ー
ル

で
交
流
の
ひ
と
と
き
が
あ

り
、
喜
び
に
満
た
さ
れ

た
。

栄
華
の
ゆ
え
に
知
恵
を
堕
落
さ

せ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
イ
ザ
ヤ
の
預
言
の
14

章
に
も
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

12
節
か
ら
15
節
に
「
あ
あ
、

お
前
は
天
か
ら
落
ち
た
明
け
の

明
星
、
曙
の
子
よ
。
お
前
は
地

に
投
げ
落
と
さ
れ
た
　
も
ろ
も

ろ
の
国
を
倒
し
た
者
よ
。
か
つ

て
、
お
前
は
心
に
思
っ
た
。

『
わ
た
し
は
天
に
上
り
　
王
座

を
神
の
星
よ
り
も
高
く
据
え
　

神
々
の
集
う

北
の
果
て
の

山
に
座
し
雲

の
頂
に
登
っ

て
　
い
と
高

き
者
の
よ
う

に
な
ろ
う
』

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
㉔
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

ご寄付のお願い　 NPO法人やくしま未来工房 
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と
。
し
か
し
、
お
前
は
陰
府
に

落
と
さ
れ
た
　
墓
穴
の
底

に
。
」
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

ル
シ
フ
ァ
ー
と
は
、
「
光
を

運
ぶ
も
の
」
と
か
「
光
を
も
た

ら
す
も
の
」
と
い
う
意
味
を
持

ち
、
神
さ
ま
か
ら
そ
の
よ
う
に

創
造
さ
れ
た
の
で
す
が
、
傲
慢

さ
の
ゆ
え
に
神
に
背
き
地
に
落

と
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

霊
操
の
第
二
週
、
そ
し
て
そ

れ
以
降
で
は
、
こ
の
美
し
い
仮

面
を
被
っ
た
敵
か
ら
の
誘
惑
を

見
分
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
 

 参
考
文
献
 

ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ぺ
、
キ
リ
ス

ト
の
道
　
第
四
巻
　
第
二
週
　

生
活
の
改
善
 

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
60
年
の
歩
み
 

１
９
５
７
年
、
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
管
区
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
働
く
修
道
女
の
共
同
体
。
日
本
で
は
１
９
６
５
年
５
月

か
ら
鹿
児
島
教
区
で
働
い
て
い
る
。
最
初
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
の

は
カ
タ
リ
ナ
、
ス
ザ
ン
ナ
、
モ
ニ
カ
の
３
人
の
修
道
女
。
３
人
は
１

９
６
５
年
４
月
17
日
、
ガ
ル
ス
の
修
道
院
で
の
派
遣
式
に
臨
み
、
日

本
へ
と
出
発
し
た
。
東
京
に
着
い
た
の
は
５
月
２
日
。
最
終
目
的
地

の
鹿
児
島
に
到
着
し
た
の
は
５
月
６
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
日
本
語
を
谷
山
教
会
の
信
徒
の
力
を
借
り
て
学
び
、
１

９
６
７
年
９
月
に
日
本
人
の
志
願
者
２
人
（
シ
ス
タ
ー
下
川
、
シ
ス

タ
ー
重
）
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
女
子
寮
の
運
営
に
乗
り
出

し
、
更
に
４
人
の
修
道
女
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
レ
ン
ト
で
看

護
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
、
教
会
で
働
き
な
が
ら
聖
ア
ル
フ
ォ
ン

ソ
の
精
神
を
伝
え
続
け
て
来
て
い
る
。

テオドラ総長を囲んだ会員たち
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を
頂
い
た
者
の
た
め
で
し
た
。
 

そ
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の

中
で
、
大
崎
教
会
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
大
崎
教
会
は
素

敵
な
家
族
の
よ
う
な
共
同
体
の

教
会
で
す
。
そ
し
て
町
中
に
イ

エ
ス
様
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
い

救
い
の
十
字
架
と
聖
マ
リ
ア

の
イ
コ
ン
で
祈
る
 

ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
イ
・
ソ

ウ
ル
大
会
（
２
０
２
７
年
）
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
救
い
の
十

字
架
と
聖
マ
リ
ア
の
イ
コ
ン
」

が
今
年
４
月
27
日
〜
５
月
11
日

ま
で
日
本
国
内
（
３
教
会
管

区
）
を
巡
回
し
た
。
 

長
崎
管
区
で
は
４
月
29
日

（
火
・
祝
）
の
午
後
、
旧
福
岡

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
を
会
場

に
、
管
区
の
青
年
を
中
心
と
し

た
祈
り
の
集
い
が
開
催
さ
れ

た
。
 

午
後
１
時
半
か
ら
始
ま
っ
た

行
事
の
前
半
部
分
で
は
青
年
た

ち
が
分
担
し
て
十
字
架
と
イ
コ

ン
を
運
び
、
行
列
し
な
が
ら
歌

と
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
後
半
は

長
崎
の
中
村
倫
明
大
司
教
主
司

式
で
、
福
岡
と
大
分
の
司
教
及

び
青
年
に
か
か
わ
る
司
祭
た
ち

の
共
同
司
式
で
野
外
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、
午
後
４
時
半
に
終

了
し
た
。
 

以
下
は
鹿
児
島
か
ら
参
加
し

た
青
年
に
よ
る
感
想
文
。
 

丸
田
聖
人

き

よ

と

（
玉
里
教
会
）
 

Ｗ
Ｙ
Ｄ
の
十
字
架
と
イ
コ
ン

を
中
心
と
し
た
今
回
の
行
事
は

自
分
の
信
仰
心
を
よ
り
一
層
強

く
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
一
日

で
し
た
。
 

イ
コ
ン
を
背
負
っ
て
回
っ
た

時
の
重
み
や
、
十
字
架
に
触
れ

て
十
字
架
を
抱
き
し
め
た
時
に

感
じ
た
温
も
り
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
神
様
が
私
た
ち
の
罪
を
背

負
っ
て
く
だ
さ
っ
た
重
み
で
あ

り
、
神
様
に
し
が
み
つ
い
た
と

き
の
温
も
り
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
た
ち
は
嫌
な
こ
と
つ
ら
い

こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
そ
れ
ら

か
ら
逃
げ
た
く
な
る
も
の
で
す

が
、
神
様
は
い
つ
も
私
た
ち
の

そ
ば
で
私
た
ち
の
十
字
架
を
と

も
に
背
負
っ
て
く
だ
さ
る
方
な

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち

も
十
字
架
と
し
か
り
向
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

自
分
の
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
他
の

教
区
の
青
年
の
皆
様
と
協
力

し
、
分
か
ち
合
え
た
こ
と
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
 

 信
仰
を
深
め
る
旅
 

引
率
者
　
押
川
尚
樹
 

３
月
26
日
（
水
）
か
ら
28
日

（
金
）
ま
で
２
泊
３
日
で
、
は

佐
世
保
市
に
あ
る
大
崎
教
会

（
長
崎
教
区
）
に
宿
泊
さ
せ
て

頂
い
て
巡
礼
し
ま
し
た
。
 

指
導
の
貴
島
丈
弥
神
父
様

（
紫
原
教
会
）
の
も
と
奄
美
か

ら
大
人
２
人
、
鹿
児
島
か
ら
高

校
生
１
人
、
専
門
学
校
生
１

人
、
長
崎
で
学
ん
で
い
る
大
学

生
１
人
も
加
わ
り
、
総
勢
６
人

で
の
の
巡
礼
団
で
し
た
。
 

今
回
の
巡
礼
の
テ
ー
マ
は

「
出
会
い
」
で
、
こ
れ
か
ら
の

教
会
、
信
仰
を
守
っ
て
伝
え
て

い
く
若
者
の
た
め
、
ま
た
そ
の

若
者
た
ち
へ
信
仰
を
繋
い
で
い

く
役
目
の
あ
る
者
た
ち
の
た

め
、
そ
し
て
教
会
か
ら
離
れ
て

い
て
今
回
の
巡
礼
で
イ
エ
ス
様

へ
の
恵
み
「
お
帰
り
な
さ
い
」

悩な
や

み
に
悩
ん
で

一
週
間
後

い
ち
し
ゅ
う
か
ん
ご

、
名
前
な
ま
え

が
や
っ
と
決き

ま
る

不
思
議

ふ

し

ぎ

と
何な
ん

と
も

表
現
ひ
ょ
う
げ
んで
き
な
い
う

れ
し
い
気
持

き

も

ち
が
心
こ
こ
ろ
に
沸わ

き
起お

こ
り
、
子
犬
こ
い
ぬ

が
今い
ま

ま
で
以
上
い
じ
ょ
う

に
か
わ
い
く
思お
も

え
た
の
で

す
。
そ
し
て
自
分
じ
ぶ
ん

が
決
め
た
名
前
を

誇ほ
こ

ら
し
げ
に
父
親
ち
ち
お
や

に
伝つ
た

え
ま
し
た
。
 

す
る
と
父
親
は
私
わ
た
し
に
「
名
前
の
由ゆ

来ら
い

を
説
明
せ
つ
め
い

し
て
み
ろ
」と
言い

っ
た
の
で
、私
は

犬い
ぬ

の
名
前
に
込こ

め
た
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を

話は
な

し
ま
し
た
。
 

う
な
ず
き
な
が
ら
話
を
聞き

い
て
い
た
父
親

は
私
が
話
し
終お

わ
る
と
、ゆ
っ
く
り
と「
い
い

か
…
た
っ
た
10
年ね

ん

く
ら
い
し
か
生い

き
な
い
動ど
う

物ぶ
つ

の
名
前
で
も
そ
れ
ほ
ど
悩
ん
で
考
か
ん
が
え
て
つ

け
る
ん
だ
。
ま
し
て
や
人
間
に
ん
げ
ん

の
名
前
だ
っ
た

ら
…
？
」
と
私
に
問と

い
か
け
た
の
で
す
。
 

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
思
わ
ず
ハ
ッ
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
自
分
が
少す

こ

し
恥は

ず
か
し
く
思

え
ま
し
た
。
 

そ
の
と
き
に
は
っ
き
り
と
気
付

き

づ

い
た
の
で

す
。
名
前
と
い
う
の
は
両
親
り
ょ
う
し
ん
や
い
ろ
い
ろ
な

人
の
愛あ

い

や
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
！
と
い
う
こ
と
が
…
。
 

因ち
な

み
に
私
が
つ
け
た
犬
の
名
は
「
成
（
な

る
）」
で
し
た
。
 

成
人
式

せ
い
じ
ん
し
き

の
日ひ

に
連つ

れ
て
き
た
し
、
成
功
せ
い
こ
う

の

「
成
」
や
成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ
を
意
味
い

み

す
る
一
語
い
ち
ご

で
す
し
、

縁
起

え
ん
ぎ

よ
さ
そ
う
だ
し
、
犬
も
覚お
ぼ

え
や
す
そ
う

だ
か
ら
…
こ
の
よ
う
な

理
由
り
ゆ
う

か
ら
で
し
た
。
 

も
し
か
し
た
ら
皆み
な

さ
ん

は
「
こ
ん
な
名
前
だ
っ
た

ら
良よ

か
っ
た
の
に
…
」
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
自
分
の
名
前
は
愛
の
表
現

ひ
ょ
う
げ
ん
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
両
親
り
ょ
う
し
ん
や
誰だ
れ

か

に
名
前
を
呼よ

ば
れ
た
ら
、た
と
え
叱し
か

ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も「
自
分
は

愛
さ
れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
誰
か
の
名
前
を
呼
ぶ
と
き
も
同お

な

じ
よ

う
に「
こ
の
人
も
愛
さ
れ
て
い
る
」と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
そ
れ
が
イ
エ
ス
様さ

ま

が
教お
し

え
て
く
だ
さ
っ
た
最
も
っ
と
も
大
切
た
い
せ
つ

な
掟
お
き
て
で
あ
る
神か
み

へ
の
愛
と
隣
人
愛

り
ん
じ
ん
あ
い

の
実
践
じ
っ
せ
ん

に
つ
な
が
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

名
前
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
②

要　　理

親
子
の

る
こ
の
家
・
教
会
か
ら
始
ま
っ

た
素
敵
な
巡
礼
で
し
た
。
そ
し

て
今
回
、
訪
問
し
た
教
会
、
出

会
っ
た
人
々
と
の
大
切
な
時
間

を
奄
美
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
 

巡
礼
を
終
え
て
「
エ
マ
オ
の

旅
人
の
よ
う
に
熱
く
伝
え
る
人

に
な
り
た
い
」
「
一
緒
に
お
泊

り
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
、
い
つ

も
イ
エ
ス
様
と
と
も
に
い
た

い
」
そ
う
感
じ
る
聖
年
の
特
別

な
旅
で
し
た
。
 

ス
タ
ッ
フ
初
挑
戦
 

榮
　
桃
花

も

も

か

 

私
は
２
回
目
の
長
崎

巡
礼
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
時
と
比
べ
て
も
変

わ
ら
な
い
人
々
の
温
か

さ
で
あ
っ
た
り
、
新
し

い
人
た
ち
と
の
出
会

い
、
新
し
い
発
見
な
ど

多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

３
日
間
と
い
う
短
い

未
来
を
担
う
若
者
の
活
動
 

Ｗ
Ｙ
Ｄ
を
見
据
え
て
、
ま
た
信
仰
を
深
め
る
旅
で
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期
間
で
し
た
が
と
て
も
充
実
し

た
巡
礼
に
な
り
、
神
様
の
お
恵

み
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
今
後
自
分
の
将
来
に
向

か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

初
参
加
で
し
た
 

高
校
３
年
　
中
田
　
麗う

ら
ら

 

今
回
初
め
て
巡
礼
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
長
崎
の
い
ろ

い
ろ
な
教
会
を
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

同
じ
教
会
で
も
建
物
の
形
や

中
の
作
り
な
ど
ま
っ
た
く
違
っ

て
い
て
、
建
物
一
つ
ひ
と
つ
に

意
味
が
込
め
ら
れ
て
建
造
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
知
り
、
楽
し
か

っ
た
け
れ
ど
と
て
も
勉
強
に
も

な
る
、
と
て
も
い
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ

っ
た
ら
別
の
教
会
も
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
 


